
⽵⼭ 16-2 団地管理組合法⼈の概況、建物・設備の修繕・改修⼯事の履歴 
年 主な取り組み等 建物・設備の修繕・改修 敷地整備 

1971 3 ⽉竣⼯、4 階建て PC 構造、6 棟 152 ⼾ 54.77・ベランダ 6 ㎡/⼾ ⼟地⾯積 16,288.37 ㎡(4,936 坪) 
1994  給⽔縦管改修、屋外埋設給⽔管改修  
1997  屋外ガス管改修  
1998  ・ 排⽔縦菅改修 

・ ⾬⽔縦菅改修 
・ ベランダ・窓⼿すりをアルミに改修 

 

2004  屋外埋設汚⽔排⽔管改修  
2006 3 ⽉ 21 ⽇管理組合設⽴総会  環境美化ボランティアグループを創設 
2007 ・⻑期計画検討委員会設置・途中解散。 

建替えの意⾒が強く、⻑計委員会の議論をま
とめることが困難となったため委員会を解
散。 

1608 棟に来客駐⾞場 2 台を新設。 ・ 美化活動への参加促進として「預託⾦制度」を開
始。管理費毎⽉＋1500 円徴収、美化デー参加で
2000 円還元。 

・ 芝刈り機などを導⼊し美化活動の機械化を推進。 
2008 ・ ⻑期計画検討委員会を再設置。 

・ 清掃業務を、管理会社・公社への業務委託か
ら、別会社への直接契約に変更。 

・ エアコン室外機の共有地への設置を現機限
りとし、設置届制に。 

・ 横浜市の耐震診断・予備診断を実施。「耐
震指標値を満たしており、耐震本診断の
必要性は低い」との所⾒。 

・ 地デジ受信 TV 共聴設備改修。 
・ 1610 棟に来客駐⾞場を新設。 

・ バス通り花壇の管理を連合⾃治会から移管。 
・ バス通り側の法⾯と 1610 棟北側法⾯の整備に着

⼿。伐採と草刈。 
・ 1606 棟芝⽣全⾯補修。 

2009 ・ 2 ⽉臨時総会、管理会社を変更。建物診断の
実施を議決。 

・ 管理会社を神奈川県住宅供給公社からコム
エステートに変更。 

・ 第 3 期⻑計委員会において、耐震診断と建物
診断の結果に基づいて、「⻑寿命 100 年マン
ション再⽣」を指針とすることを決定。 

建物診断を実施。「建物は経年劣化があるも
のの、コンクリートと鉄筋に重要な問題は
ない。」との診断。 

ボランティアグループが、横浜市からハマロード・サ
ポーターとして認定。 



 主な取り組み 建物・設備の修繕・改修 敷地整備 

2010 ・ 外壁断熱とサッシを複層ガラスに改修した
南⼤沢の団地を⾒学。 

・ ⻑期計画を確定。 
・ 10 ⽉ 3 ⽇臨時総会、⼤規模改修⼯事の実施

を議決。 
 

 

10 ⽉⼤規模改修⼯事を実施。(総額 26,830
万円) 
① 住宅版エコポイント制度を活⽤して、外
壁外断熱、窓サッシ改修・ペアガラスに
交換、屋上防⽔・外断熱を実施。 

② 階段室床シート防⽔。 
③ ⽞関インターホンモニター付きに改修。 
④ エコポイント 2,546 万ポイントを活⽤

して、⽞関ドア取替、階段室灯LEDに
改修、外灯 19基新設、表札取替を実施。 

・ 外柵改修、フェンス交換と⽣垣化。急斜⾯のみフ
ェンスに。 

・ ベランダ下のエアコン室外機の設置や私物を置
くことを全⾯禁⽌。 

 

2011 ・ 第 6回総会で⻑期計画と 2 期計画を決議。 
⼤規模改修⼯事後の 2 期計画を確定。 

・ みんなの部屋 1018 を設置。1610-1018 を賃
貸借契約。 

・ 来客駐⾞場を有料化。 
・ ペットの会を創設。 
・ 美化ボラ活動を横浜市ハマロードサポータ

ーに登録。 
・ ⽵⼭ 1 丁⽬住宅管理組合協議会の設⽴に係
わり、設⽴総会を開催。 

・ 2 ⽉⼤規模改修⼯事竣⼯。 
・ 2 ⽉ 27 ⽇竣⼯祝賀会 130名参加。 
・ エコポイント制度を活⽤して床下断熱。 

(190万ポイント取得) 
・ BS・CSアンテナ設備新設。 
・ エコポイントを使⽤して埋設⾬⽔管・桝

の洗浄と 1610 棟⾬⽔管補修。 

・ 棟北側基礎部分を芝⽣化、1605・1606 棟の北側
花壇を統⼀的に整備。 

・ 1608 棟南側に「憩いのベンチ」を設置。 

2012 2 ⽉みんなの部屋お披露⽬会、「ふれあいサロン」
を開始。 

 ・ 全棟、棟周り芝⽣化完了。 
・ 横浜市⻑よりハマロードサポーターの活動に対

し表彰される。 
2013   バス通り法⾯・1610 棟東側に「シンボル花壇」を造

成。 



 主な取り組み 建物・設備の修繕・改修 敷地整備 
2014 ・⼤規模災害に向けた備えを開始。 

・猫の飼育禁⽌を解禁。 
  

2015 ・ 防災訓練を開始。 
・ ⾼齢者が安⼼して暮らし続けるために「在宅
⽼⼈ホーム構想」を決議。 

・ ・ペットの全⾯解禁を決議。 

・ 棟前通路を全透⽔性アスファルトに改
修。 

・ 集合ポストを鍵付きに取替。 
・ 階段室掲⽰板を取替。 
・ 駐輪場全⾯改修。 
・ ゴミ置き場改修(1605 棟撤去・1606 棟

移設) 
・ 芝⽣来客駐⾞場を新設 11 台、合計 14

台。 

・ 1608 棟⻄側〜1609 棟に抜ける通路を新設。 
・ 1608 棟棟前通路を拡幅。 

2016 8 ⽉臨時総会、法⼈化と⾃主管理を議決。 
・ ⽵⼭ 16-2団地管理組合法⼈として 9 ⽉ 6 ⽇

法⼈登記。管理事務所設置。 
・ 居住者から公募により常勤管理⼈と業務委

託契約を締結。 
・ 管理事務所を設置。 
・ コピー機をリースで設置。 
・ 通電⽕災対策として、感震ブレーカーを全⼾

に設置。 
・ 消⽕器を全棟に 1 台設置。 

 棟周りの⾼中⽊の伐採を実施。⽇照の問題、倒⽊リス
ク⾼のため、主に花の咲かない⽊を伐採。 

2017 ・ AEDをリースで設置。11 ⽉使⽤訓練を実施。 
・ 飲料・菓⼦⾃販機を敷地内に 3 台設置。 
・ ・収納業務の管理会社委託を解約し、完全⾃
主管理に。 

・ 壁⾯設置外灯を LEDに交換。 
・ 旧外灯撤去、外灯(1606、1609 棟)LED

に改修。 
・ グリーン居住者駐⾞場新設 22 台新設。 

・ 敷地整備計画を策定。 
・ 棟周りとバス通り法⾯の中⾼⽊を伐採。 
・ 駐輪場の⾵⾬対策として、1607・1609 棟の駐輪

場の後⽅にレッドロビンを植樹。 



・ ゴミ置き場改修(1608 棟撤去、1607・
1609 棟改修、1610 棟移設) 

・ 屋外コンセントを配電盤に全棟設置。 

 

 主な取り組み 建物・設備の修繕・改修 敷地整備 
2018 ・ 修繕積⽴⾦を 2,000 円値下げ。 

管理費 7,900 円、修繕積⽴⾦ 13,500 円 
・ 次期⼤規模改修⼯事に向けた検討委員会を

設置。⻑期計画の⾒直しを検討。 
・ ・⼤規模災害対策として、全棟に炊き出し場

所を設置。 

屋外階段⼿摺設置(1605・1609 棟) 
 
 

・ 桜の樹⽊診断と診断に基づく伐採と剪定。 
・ 1608 棟北側の桜伐採跡地に枝垂れ梅を植樹。 
・ バス通り法⾯に「広場」と「⼩路」造りを着⼿。 

2019 団地再⽣⽀援協会のご協⼒により、当法⼈のホ
ームページを開設。 
 

・全棟埋設⾬⽔管・桝の清掃⼯事。 
・1608 棟外階段補修⼯事。 

・ 屋外のコミュニティの拠点として、「うめ広場」
「さくら広場」「⼩路」を設置。 

・ ⾃販機の側にベンチを設置。 
 

2020 ・ ⼤規模災害対策として、ガラ袋と消臭袋を備
蓄。 

・ 横浜市の助成⾦を活⽤して、⽵⼭⼀丁⽬⾃治
会と⼀緒に、消⽕栓に接続する初期消⽕器具
を 1606 棟敷地内に設置。 

・ 団地再価値推進協議会から三ッ星団地の認
定を受ける。 

・ 横浜市資源回収団体として登録し、アルミ⽸
の回収・売却を開始。 

・ 美化活動の道具を収納する倉庫を 3 台設置。 
 
 

・ 神奈川県の助成⾦を活⽤して太陽光発
電装置を設置。 

・ 防犯カメラをリース契約により 4 台設
置。 

・ 居住者駐⾞場を 7 台増設。計 30 台に。 
・ 共有・専有給⽔管の延命・酸化被膜⼯事

「ザ・バイオウオーター」を全棟に設置。 
・ 南側⾬⽔管の排⽔能⼒を⾼める改良⼯
事を全棟実施。 

・ 居住者駐⾞場の増設⼯事と⼀緒に周辺花壇の整
備を実施。 

・ バス通りと 1608 棟のベンチの補修を実施。 



 主な取り組み 建物・設備の修繕・改修 敷地整備 
2021 ・ 横浜市の助成⾦を活⽤して、マンホールトイ

レを備蓄し、トイレ洗浄⽤の⾬⽔タンクを設
置。 

・ 夜間⾮常時に、救助を求める道具・サイリウ
ムを全⼾に配布。 

・ ハマロードサポーターに横浜市より永年表
彰を頂く。 

・ 来客駐輪場を全棟に設置。 
・ ⽵⼭未来会議の開催に係わる。 

1608 棟階段前通路の防滑⼯事、⾜洗い場の
塗装⼯事を⾃前で実施。 

・うめ⼩路にコンクリート板を敷き詰め。 
・1605 棟の棟前花壇の整備・全⾯芝⽣化を実施。 
 

 
 


